
第８回 2025 年デフリンピック大会に係る 

大会準備連携会議 

議事次第 
日時：令 和 6 年 6 月 24 日 11： 00〜 
場所：東京都庁第一本庁舎 16 階 

特別会議室Ｓ６ 
 
 
 

１. 挨拶 

２. デフリンピック運営委員会における取組 

３. 東京 2025 デフリンピック応援隊・公式マスコットについて 

４. デフリンピックスクエアについて 

５. 東京 2025 デフリンピックに係るクラウドファンディングに

ついて 

６. 意見交換 

 



２．議題（１）2024年度デフリンピック・フェスティバルについて
〇 目的

デフリンピックやデフスポーツへの関心を高め、認知の向上、および来る 2025 デフリンピック大会に向けて全国の気運醸
成を図る

〇 2024年度の開催方針・実施個所
・2023年度の実施形態は、単独主催が４か所、他のイベントと組み合わせた合同主催が３カ所であった。合同主催の方が、手

話やデフスポーツにあまり触れたことのない層への周知につなげることができ、不特定多数の人が集まるイベントでの開催
方式が有効であると考えられる。

・2024年度は今までデフスポーツやデフリンピックに関心がなかった層および子どもたちの目に触れる機会を増やすこと、そ
してデフアスリートやデフ競技についてより一層周知を図ることを狙いとする。

・大規模集客施設でのイベント実施や自治体または民間の大規模集客イベントに組み入れる形で、全国で８か所実施する。
・開催候補地は、福島県、東京都、埼玉県、神奈川県、愛知県、京都府、他は調整中
・開催にあたり、運営委員会はその取り組みを後押しする為、2023年度同様に地域ろう当事者団体に対し、1か所10万円を上

限に助成を行う。
・イベントで配布する啓発物の作成および掲示物の作成にあたっては、運営委員会が協力する。

〇 助成要件
・大会ビジョンにある「あらゆる人が協働」、「子どもの参画」、「デフスポーツやろう者の文化への理解を促進」、「共生
社会づくりに貢献」等に留意し、デフリンピックやデフスポーツについて関心や認知度の向上を図り、デフリンピックの気
運醸成に資するもの

・実施主体が、地域ろう当事者団体と地域行政や関係機関との共催、もしくは地域ろう当事者団体主催、地域行政後援
○ 対象とする経費

諸謝金、旅費、借損料、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、雑役務費、保険料、委託料
○ 助成金額

10万円（上限）
※本助成金に加え、他の補助金や参加費等の収入がある場合で、収入額が支出額を超過した場合は、超過した金額を差し引
いて助成するものとする。

○ 助成承認手続き
開催要項、予算案を運営委員会事務局にて審査

（デフリンピック運営委員会）



２．報告（１）2023年度デフリンピック・フェスティバル実施報告

〇 目的
デフリンピックやデフスポーツへの関心を高め、認知の向上、および来る 2025 デフリンピック大会に向けて全国の気運
醸成を図る

〇 実施個所・開催方法
・全国７ブロック（北海道、東北、関東、東海、近畿、中国・四国、九州）にて各１ヵ所開催。
・きこえない人ときこえる人の協働を通した共生社会やつながりの実現を具体化するため、実施主体は地域ろう当事者団

体と地域行政や関係機関との共催、もしくは地域ろう当事者団体主催、地域行政の後援等の形を基本とした。
・運営委員会はその取り組みを後押しする為、地域ろう当事者団体へ1か所上限10万円の助成を行った。

〇 助成要件
・大会ビジョンにある「あらゆる人が協働」、「子どもの参画」、「デフスポーツやろう者の文化への理解を促進」、「共
生社会づくりに貢献」等に留意し、デフリンピックやデフスポーツについて関心や認知度の向上を図り、デフリンピック
の気運醸成に資するもの

・実施主体が、地域ろう当事者団体と地域行政や関係機関との共催、もしくは地域ろう当事者団体主催、地域行政後援
○ 対象とする経費

諸謝金、旅費、借損料、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、雑役務費、保険料、委託料
○ 助成金額

10万円（上限）
※本助成金に加え、他の補助金や参加費等の収入がある場合で、収入額が支出額を超過した場合は、超過した金額を差し引
いて助成するものとする。

○ 助成承認手続き
開催要項、予算案、決算報告、証憑書類を運営委員会事務局にて審査

（デフリンピック運営委員会）



ブロック/開催地 開催規模、内容 収支 主催者・連携先

①北海道ブロック
札幌市（北海道）

デフリンピック・フェ
スティバルinほっかい
どう

〇11月3日（祝）
〇会場︓東区民センター
〇参加者︓市民101名
〇内容︓啓発映画上映、講演、パネル

ディスカッション（パラリンピアン、
デフリンピアン）

総事業費
179,081円

・対象経費 121,705円
旅費 88,570円
会場費 26,240円
他 6,895円

・対象外経費 57,376円
諸謝金 22,276円
他 35,100円

公益社団法人北海道ろう
あ連盟

〇後援・協力︓北海道、
北海道教委育委員会、
北海道障がい者スポー
ツ協会、デフ競技団体
等

収入 助成金 100,000円
参加費等 79,081円

②東北ブロック
いわき市（福島県）

デフリンピック・フェ
スティバル

〇11月12日（日）
〇会場︓いわきFCパーク
〇参加者︓小学生32名
〇内容︓かんたん手話講座

総事業費
91,624円

・対象経費 86,770円
旅費 57,870円
諸謝金 21,000円
他 7,900円

・対象外経費 4,854円
消耗品費等 4,854円

一般社団法人福島県聴覚
障害者協会

〇共催︓福島県
〇協力︓いわきFC、日本

ろう者サッカー協会、
日本ブラインドサッ
カー協会収入 助成金 86,770円

自己資金 4,854円

③関東ブロック
横浜市（神奈川県）

デフリンピック・フェ
スティバルinかながわ

〇３月20日（祝）
〇会場︓新都市プラザ
〇参加者︓市民のべ約500名
〇内容︓アスリートトークショー、

手話講座、UDダンス、PRブース

総事業費
100,519円

・対象経費 99,419円
旅費 25,004円
諸謝金 41,400円
他 33,015円

・対象外経費 1,100円
消耗品費 1,100円

神奈川県聴覚障害者連盟
〇共催︓神奈川県

収入 助成金 99,419円
自己資金 1,100円

④東海ブロック
伊豆市（静岡県）

デフリンピック・フェ
スティバル㏌東海

〇10月22日（日）
〇会場︓サイクルスポーツセンター
〇参加者︓ジャパンマウンテンバイク

カップ2023観客約500名
〇内容︓デフリンピック啓発ブース、自

転車競技写真展、PRグッズ配布

総事業費
114,600円

・対象経費 114,600円
旅費 18,140円
印刷製本費 81,695円
他 14,765円

東海聴覚障害者連盟
〇連携︓ジャパンマウン

テンバイクカップ実行
委員会（共催︓静岡県、
協力静岡県聴覚障害者
協会等）収入 助成金 100,000円

自己資金 14,600円

実施状況等一覧



ブロック/開催地 開催規模、内容 収支 主催者・連携先
⑤北信越ブロック

石川県 石川県及び北信越ブロックとして、能登半島地震の被災者支援に注力するため、フェスティバルの開催なし

⑥近畿ブロック
大阪市（大阪府）

デフリンピック・フェス
ティバルinおおさか

〇３月20日（祝）
〇参加者︓市民319名
〇内容︓デフアスリート紹介、

デフリンピッククイズ、記
念講演、福引

総事業費
622,887円

・対象経費 565,223円
旅費 146,220円
諸謝金 326,000円
印刷費 32,770円

他 60,233円 近畿ろうあ連盟
〇主管︓大阪聴力障害者協会・対象外経費 57,664円

飲食代 24,586円
景品代 33,078円

収入 助成金 0円
参加費 638,000円

⑦中・四国ブロック
境港市（鳥取県）

デフリンピック・フェス
ティバル㏌鳥取

〇３月23日（土）
〇参加者︓市民約200名
〇内容︓啓発映画上映、パネ

ルディスカッション、ミニ
手話講座、2025デフリン
ピック大会PR及び決意表明

総事業費
172,745円

・対象経費 142,745円
印刷費 97,280円
通信運搬費 41,241円
他 4,224円

鳥取県聴覚障害者協会
〇共催︓鳥取県、境港市
〇後援・協力︓鳥取県議会、

境港市議会、鳥取県教育委
員会、境港市教育委員会、
鳥取県社会福祉協議会、境
港市社会福祉協議会、中国
地区ろうあ連盟、四国ろう
あ連盟、等

・対象外経費 30,000円
旅費 30,000円

収入 助成額 100,000円
自己資金 72,745円

⑧九州ブロック
春日市（福岡県）

デフリンピック・フェス
ティバルin九州

〇11月5日（日）
〇会場︓クローバープラザ
〇参加者︓市民160名
〇内容︓啓発映画上映、講演

（デフアスリート）、デフ
アスリート交流・体験会

総事業費
180,300円

・対象経費 139,859円
情報保障費 52,000円
会場費 46,360円
旅費 15,920円
他 1,058円

社会福祉法人福岡県聴覚障害
者協会

〇主管︓福岡県ろうあ者ス
ポーツ委員会

〇後援・協力︓福岡県、九州
聴覚障害者団体連合会

・対象外経費 40,441円
上映協力金 35,100円
他 5,341円

収入 助成額 100,000円
参加費等収入 80,300円

実施状況等一覧



２．報告（２）社会的・文化的プログラムについて

1）社会的・文化的プログラムの検討
〇デフリンピック規約（DG29宿泊施設及び詳細）により、選手やその他大会を訪れる関係者等が、開催都

市の社会的・文化的プログラムを含むレクリエーションプログラムを利用できるようにするとされている
○2023年度は、大会に向けての取組として、きこえない芸術文化団体や外部有識者等で構成する検討チー

ムを立ち上げ、検討を進めてきた
〇検討チーム リーダー︓植野 圭哉（千葉県聴覚障害者協会理事長／全日本ろう者演劇協会前事務局長）

委 員 ︓椎名 志津子（ＮＰＯシアター・アクセシビリティ・ネットワーク監事）
那須 善子（手話読み聞かせグループ たま手ばこ代表）
齊藤 裕美（日本財団公益事業部審査チーム リーダー）
中山 浩志（東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部事業調整担当課長）

○子どもたちや市民の大会への関心を高め、デフアスリートや大会への応援の気運を醸成することを目的と
し、デフスポーツやデフリンピック、手話言語等について理解を深め、障害や多様性、共生社会について
考えるきっかけとなる内容とする

○全国の自治体等で気運醸成事業を実施してもらうため、当該自治体等の負担を軽減できるよう、事業の構
成案をまとめたプログラムを作成する

○プログラムの構成
①教育ワークショップ型（学校向け）、②イベントワークショップ型（自治体向け）、③コンテンツ紹介

会議開催日時 内 容
第１回 12月2日（金） ・過去大会（2009台北・2017サムスン）のプログラムの紹介

・2025大会のプログラムの方針の確認
第２回 1月25日（木） ・2025大会のプログラムの方針に沿ったカテゴリ校正の確認
第３回 2月27日（火） ・プログラムの内容の検討
第４回 3月28日（木） ・プログラムの内容の検討（とりまとめ）

２）大会に向けたプログラムの方針

（デフリンピック運営委員会）



プログラムの内容

①教育ワークショップ型プログラム
目的︓小中学校等で、デフスポーツやデフリンピック、きこえないことや手話言語について学び、東

京大会への関心を高めてもらう
実施主体︓小学校・中学校
構成︓45分〜50分を目安に、楽しみながら学べるよう、映像、ワーク、クイズ、ゲーム等で構成す

る

②イベントワークショップ型プログラム
目的︓多くの市民が集まるイベントや施設を活用し、デフリンピックやきこえないこと、手話言語、

ろう者の文化活動、情報保障機器などを体験し、共生社会の実現につなげる
実施主体︓自治体
構成︓自治体の既存のイベント等に組み込む形でワークショップの実施や展示ブースで構成する

③コンテンツ紹介（運営委員会で検討）
目的︓上記①及び②の取り組みを支援するため、講師や素材、情報保障機器・技術等のコンテンツを

紹介
構成︓カテゴリは「デフスポーツ」「きこえないことや手話言語」「ろう者の社会活動」「展示ブー
ス」

2024年度の計画
コンテンツ紹介を作成の上、ブログラムをポータルサイト上で公開し、加盟団体やデフスポーツ団体
等を通じて小中学校や自治体に実施を促していく



 
 
    

令和６年６月 11 日 
一般財団法人全日本ろうあ連盟 

東京都生活文化スポーツ局 東京 2025 デフリンピック 
公式マスコットゆりーと 

 

 
東京 2025 デフリンピック応援隊を結成 

〜各地のキャラクターがデフリンピックを盛り上げる︕〜 
 

東京 2025 デフリンピックを多くの方々が応援し、大会に親しみを持ってもらえるよう、各
自治体等のキャラクターによる「東京 2025 デフリンピック応援隊」を結成します。東京 2025
デフリンピック応援隊は、各地で大会に向けた気運醸成やデフアスリートを応援し、大会を盛
り上げます。また、都のスポーツ推進大使である「ゆりーと」は、東京 2025 デフリンピック
公式マスコットとして先頭に立って活躍します。 
 

記 
 
１ 東京 2025 デフリンピック応援隊について 
 東京 2025 デフリンピック応援隊では、都のスポーツ推進大使ゆりーとが先頭に立って大会
を盛り上げていきます。各地方自治体等のキャラクターに「東京 2025 デフリンピック応援隊」
として参加いただき、各地での大会広報や気運醸成、デフアスリートの応援に協力いただきま
す。 
 
○ 応援隊の紹介 

すでに応援隊の活動に賛同いただいたキャラクターたちを紹介します。今後も応援隊に参
加いただくキャラクターを募集していきます。 

応援隊の応募については、以下をご覧ください。 
https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/tokyoforward2025/mascot 
 

ふくしまを応援する
「ベコ太郎」 

静岡県イメージキャラク
ター ふじっぴー 

府中市マスコットキャラ
クター ふちゅこま 

東京都スポーツ文化事業
団マスコットキャラクタ
ーSUSIE（スージー） 

自ら積極的にふくしまを
応援する、「赤べこ」をモ
チーフにしたキャラクタ
ー。デフリンピックを手
話で応援したくて、密か
に練習しているよ︕ 

静岡県 PR 隊として、静岡
県の魅力を PR するため、
幅広く活動しています。
たくさんの人とお友達に
なって、みんなと一緒に
デフリンピックを盛り上
げたいな︕ 

府中市の魅力を全国に発
信するために誕生。大國
魂神社が所蔵する国指定
重要文化財の木造狛犬を
ベースに、市のモチーフ
を使ったデザインが特徴
です。 

皆さんにもっとスポーツ
を楽しんでもらい、 体も
心も健康になって毎日を
キラキラさせて欲しい︕
そんな想いから生まれた
キャラクターです。 

都 庁 記 者 ク ラ ブ 

ＪＯＣ記者会・ＪＳＰＯ記者クラブ 
同時発表 

 各地の 
キャラクターによる 

https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/tokyoforward2025/mascot


○ 東京 2025 デフリンピック公式マスコットについて 
東京 2025 デフリンピック応援隊による盛り上げに加えて、都のスポーツ推進大使である「ゆ

りーと」を東京 2025 デフリンピック公式マスコットとして任命します。公式マスコットは、
デフリンピック応援隊の先頭に立って大会広報や気運醸成を行うほか、大会運営においても活
躍していきます。 

【東京 2025 デフリンピック公式マスコットゆりーと】 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ゆりーと」とは 

スポーツ祭東京 2013 のキャラクターとして誕生し、その後も東京都スポーツ推進大使として都のスポーツイ
ベント等で幅広く活躍しています。 

 
・ゆりーとデフリンピックデザインについて 

「桜の花弁」がモチーフとなっている大会エンブレムとの統一感を生む桜色を用いた T シャツをゆりーとに着
用させました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 東京 2025 デフリンピック応援隊・東京 2025 デフリンピック公式マスコットのお披露

目について 
 ６月 29 日（土）に行われるデフリンピックの選手発掘のためのトライアウトで、東京 2025
デフリンピック応援隊の結成・東京 2025 デフリンピック公式マスコットの任命式を行います。
当日は、応援隊として以下のキャラクターが駆け付けます。 
 当日の詳細は別添の「デフアスリートの国際総合スポーツ競技大会「デフリンピック」応援
企画を実施します︕―デフリンピアンやデフリンピック応援隊・公式マスコット等と交流しよ
う―」をご確認ください。 

＜大会メインカラーについて＞ 
桜色は日本の伝統色であり、「桜（ソメイヨシノ）」は都の花として指定され、また、日本をイメージさせる花

としても国内外で広く認知されています。今後、大会では桜色を大会メインカラーとして使用していきます。 
 
 桜色（さくらいろ） 

（参考）カラーコード＃fef4f4 
Red:254 Green:244 Blue:244 



（１）日時 ６月 29 日（土）13 時から 13 時 30 分まで 
（２）場所 郷土の森総合体育館（府中市立総合体育館） 
      （東京都府中市矢崎町５丁目５番地） 
（３）参加キャラクター 
  東京 2025 デフリンピック公式マスコット ゆりーと 
  ふくしまを応援する「ベコ太郎」 
  静岡県イメージキャラクター ふじっぴー 
  府中市マスコットキャラクター ふちゅこま 
  東京都スポーツ文化事業団マスコットキャラクター SUSIE（スージー） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【問合せ先】 
東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部事業調整第二課 濱野 

電話︓03-5388-3842（都庁内線︓38-026） 

 本事業は、「推しスポーツ Project」の一環です。 

「推しスポーツ Project」とは、2025 年に東京で開催される世界陸上・デフリンピックの開催を機

に、都民が様々なスポーツに親しむ機会を創出し、 スポーツの魅力に触れる中で、「都民一人ひとりの

好みや特性に合ったスポーツの楽しさ（推しスポーツ）」を発見してもらえるよう支援する取組です。 



デフリンピックスクエアについて

日
名称 デフリンピックスクエア

場所 国立オリンピック記念青少年総合センター

英
名称 Deaflympics Square

場所 National Olympics Memorial Youth Center

＜名称・場所＞

デフリンピックスクエアを国立オリンピック記念青少年総合センター(NYC)に設置

デフリンピックスクエアをNYCに設置。大会を成功させ、誰もが個性を活かし力を発揮できる共生社会の実現に貢献

オリンピックセンター（センター棟）

 大会運営本部、輸送のハブ、メディアセンター、練習会場等の機能をもつ大会運営拠点
 新技術を活用したユニバーサルコミュニケーションや交流、文化鑑賞等、選手向けの様々なサービスを提供

デフリンピックスクエア

○ NYCは上記に対応する施設を保有し、様々な場を一度に提供できることから、事業を効果的に展開可能



 

CAMPFIRE ウェブサイト 

 

 

 

クラファンで応援！ 日本初開催 東京2025デフリンピック  

無音の世界で活躍するアスリートの国際大会  
 

 

当事業団デフリンピック準備運営本部は、「東京 2025 デフリンピック」を皆様と力を合わせてつくっていく

ため、2024 年 5 月 24 日（金）からクラウドファンディングによる寄附を開始します。 

 

 

      

実施期間 

2024 年 5 月 24 日（金）７時 00 分～7 月 25 日（木）23 時 59 分 

CAMPFIRE 内 プロジェクトページをご覧ください。 

クラウドファンディング プロジェクトページ 

 

 

※クラウドファンディングによる寄附を行う場合、事前に CAMPFIRE の会員登録が必要となります。 

事前にお気に入り登録をしていただきますと、プロジェクト開始日やページ更新時にお知らせが届きます。 

 ※寄附者の方にはお礼状等を送付します。 

 

 

 

【プレスリリース】 

報道関係者各位 

令和６年５月 22 日 

（公財）東京都スポーツ文化事業団 

https://camp-fire.jp/projects/view/758654?utm_campaign=cp_po_share_c_msg_mypage_projects_show


 

大会名称等 

大会名称 第 25 回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 

大会期間 2025 年 11 月 15 日～11 月 26 日（12 日間） 

参加者数 各国選手団等約 6,000 人 

参加国 70～80 か国・地域 

大会会場 駒沢オリンピック公園総合運動場、東京体育館ほか 

デフリンピックとは 

デフ＋オリンピックのこと。デフ(Deaf)とは、英語で「耳がきこえない」という意味で、本大会は国際的な「ろう

者のためのオリンピック」です。オリンピックと同じように 4 年に 1 度、夏季大会と冬季大会がそれぞれ開かれます。

ルールはオリンピックとほぼ同じですが、耳のきこえない人のために様々な工夫がされています。 

1924 年のパリ大会が第 1 回大会で、今回の東京大会は 100 周年という非常にメモリアルな大会です。 

（東京 2025 デフリンピック 大会情報サイト） 

https://deaflympics2025-games.jp/ 

 

世界の頂点を目指す日本のトッププレイヤーたち 

【報道関係者からの問合せ先】東京都スポーツ文化事業団デフリンピック準備運営本部 総務部予算グループ 

住所：東京都江東区青海 2-4-24 青海フロンティアビル 14 階 

電話：03-6380-7764 メールアドレス：contribution(at)deaf2025.jp 

迷惑メール対策のため、メールアドレスの表記を一部変更しております。お手数ですが、メール送信の際は(at)を

@に置き換えてご利用ください。 

デフサッカーの見どころは、スピーディーな
試合展開の中での首振り、アイコンタク
ト、手話言語を使ったスムーズな連携プ
レーなど、さまざまな工夫をしているとこ
ろ。きこえない分、フィジカルコンタクトが
多く、激しいのも特徴です。自国開催と
なる今大会で世界一になり、応援してく
ださる皆さんと喜びを分かち合いたいで
す！ 

【サッカー】 

江島 由高 

私たちはボールの位置やメンバーの動きを
音で判断できないので、全部目で見てい
ます。広角レンズのように視野を広く持っ
て、お互いを見ながらプレイしているのは、
デフ競技ならではの特徴だと思います。東
京 2025 デフリンピックでは金メダルを獲
得し、皆さんに恩返しをしたいです！ 

【バレーボール】 

長谷山 優美 

【自転車】 

早瀨 憲太郎 

無音の世界でのナンバーワンを決める
デフリンピック。100周年となる東京大
会は、次の 100 年に向けた挑戦でも
あります。乗り物と身体が一体となっ
て、さまざまな気象状況の中で戦略を
考えながら瞬時に判断していく。自転
車競技にも是非ご注目ください。応援
よろしくお願いいたします。 

デフバドミントンでは、パートナーの打球
音や足音がきこえません。コミュニケーシ
ョンを取りながら、前衛と後衛が入れ替
わるローテーションや、高速で飛び交わ
る低空中戦ラリーなど、スピード感のあ
る戦いを楽しんでください。日頃より応
援してくださっている方々に最高の景色
を届けます！ 

【バドミントン】 

沼倉 千紘 

デフリンピックは、コミュニケーションの祭典だと思っています。
手話言語を使う人も、口の動きを読み取る人もいれば、国
際手話を使った海外の方とのやりとりもあります。東京
2025 デフリンピックが、さまざまなコミュニケーションの方法を
知っていただく機会になればと思います。皆さんの期待に応
えられるよう、頑張ります！ 

【バドミントン】 

沼倉 昌明 

https://deaflympics2025-games.jp/


全ての人が輝くインクルーシブな街「東京」の実現に向け、
多くの方々と大会を盛り上げていく取組の一つとして、
寄附・クラウドファンディングを受け付けています。

2025年
11月

きこえない・きこえにくいアスリートのための
国際スポーツ大会デフリンピックが

日本で初めて、東京で開催

詳細はコチラ

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

この二次元コードはアクセス解析
のためにCookieを使用しています。
アクセス解析は匿名で収集されて

おり、個人を特定するものではあ
りません。
この機能はCookieを無効にすることで、
Cookieを用いた収集を拒否することがで
きますので、お使いのデバイスのブ
ラウザの設定をご確認ください。

開催

寄附・

クラウドファンディング

受付中！



お問い合わせ
公益財団法人東京都スポーツ文化事業団
デフリンピック準備運営本部総務部予算グループ
住所：〒135-0064 東京都江東区青海２－４－24 青海フロンティアビル14階
メール：contribution@deaf2025.jp

デフリンピックに便乗した募金活動にご注意ください
当事業団又は当事業団が認める第三者のみ募金活動を行うことができます。募金いただく際にはご注意ください。

きこえない・きこえにくいアスリートのための国際スポーツ大会

東京2025デフリンピック

デフスポーツの魅力や価値を伝え、人々や社会とつなぎます。
世界に、そして未来につながる大会へ。

“誰もが個性を活かし力を発揮できる”共生社会の実現をめざします！

• 東京都の政策連携団体として、都立スポーツ施設の管理やスポーツ国際交流事業などの事業も実施しています。
• 2025年のデフリンピックに向けては、東京都との協定に基づき、準備・運営業務を担っています。
• ご支援いただいた寄附金については、事業団が担うデフリンピックの準備・運営業務に充てさせていただきます。

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団とは

無音の世界でのナンバーワンを決めるデフリン
ピック。100周年となる東京大会は、次の100年に
向けた挑戦でもあります。乗り物と身体が一体と
なって、さまざまな気象状況の中で戦略を考えな
がら瞬時に判断していく、自転車競技にも是非ご
注目ください。応援よろしくお願いいたします。

早瀨憲太郎【自転車】
私たちはボールの位置やメンバーの動きを音で判断
できないので、全部目で見ています。広角レンズの
ように視野を広く持って、お互いを見ながらプレイ
しているのは、デフ競技ならではの特徴だと思いま
す。東京2025デフリンピックでは金メダルを獲得し、
皆さんの応援に恩返しをしたいです！

長谷山優美【バレーボール】

デフバドミントンでは、パートナーの打球音や足音
がきこえません。コミュニケーションを取りながら、
前衛と後衛が入れ替わるローテーションや、高速で
飛び交わる低空中戦ラリーなど、スピード感のある
戦いを楽しんでください。日頃より応援してくだ
さっている方々に最高の景色を届けます！

沼倉千紘【バドミントン】
デフサッカーの見どころは、スピーディーな試合
展開の中での首振り、アイコンタクト、手話言語
を使ったスムーズな連携プレーなど、さまざまな
工夫をしているところ。きこえない分、フィジカ
ルコンタクトが多く、激しいのも特徴です。自国
開催となる今大会で世界一になり、応援してくだ
さる皆さんと喜びを分かち合いたいです！

江島由高【サッカー】

東京2025デフリンピックは、きこえない・きこえ
づらい人ときこえる人とが共に混ざり合う場を考
える、大きなきっかけになると思っています。多
くの自治体や企業、地域の皆さんと、お互い支え
合っていけるような関係をつくっていきたいです。
世界一になれるよう、選手のサポートをしていき
たいと思います。

植松隼人【サッカー/指導者】

デフリンピックは、コミュニケーションの祭典だ
と思っています。手話言語を使う人も、口の動き
を読み取る人もいれば、国際手話を使った海外の
方とのやりとりもあります。東京2025デフリン
ピックが、さまざまなコミュニケーションの方法
を知っていただく機会になればと思います。皆さ
んの期待に応えられるよう、頑張ります！

沼倉昌明【バドミントン】

〇日本初開催 世界70～80の国・地域からデフアスリートが集結

〇１００周年 東京開催が100周年の節目となる、歴史に残る記念大会
〇２１の競技 2025年11月15日から26日まで12日間で競技が繰り広げられます
〇６,０００人 各国から約6,000人の選手団が参加します
〇１７の会場 東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、日本サイクル

スポーツセンター(静岡県)、Ｊヴィレッジ(福島県)など


